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(iV) 共同別周研としてのその他の仕事 (研究情報センター,KSl, - )
などを指 している｡これらは研究部員会議と運営委員会によって審議,決定されて実行または実現される
のであるが,無反省にルーチン化されたり固定化されたりしてはいないだろうか｡






のずから恒常的な(数年間の rangeの)研究計画 (シンポジウム形式 をふくむ )が- そのたび毎の"研
究会提案〝によらずに- 基研を主体 として実施されるのが適当であろうと思 う｡そうでないと,世話人
の顔ぶれが悪 く常連化したり派閥的になり,基研の機能の全国性がさまたげられるおそれがある｡そして
この種の研究計画 と,提案者の個性のあふれた研究会 (小規模の研究会や,モレキュール型研究計画 な



















に時代とともにどのように変っても- 保証 し確保すべき研究者の基本的自由であると私は信 じている.

















コメン ト 1. 基研のこれからの在り方を考える
筑波大 ･物理 岩 崎 洋 一
基研は創立以来この30年間,全国の研究者にとって重要な役割を果たしてきた｡これからもそうあっ
てほしいが,この30年間の間に,囲わりの情勢 も大きく変化 したし,かつて重要な役割を果たしたもの
の中には,形骸化 しているものもある｡これ等の点を考えると基研は1つの曲がり角にたっているといっ
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